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大道具の世界

私は, 歌舞伎の大道具 を昭和24年 に17歳 から始

めまして, 18歳の ときに日本大学 に入学しました。

その頃から私は歌舞伎の大道具の世界に飛び込み

ましたが, 実は歌舞伎の道具についての 「定式」

というのは, 誰からも教わっていないのです。 な

ぜなら, やは り歌舞伎の大道具 といった世界は職

人の世界 です し, 歌舞伎 の世界では, いつで も

「いつもの通 り!」 とか 「定式だよ!」 という教

わり方をしていました。 これは歌舞伎の台本を読

んでいただくと理解 していただけるか と思います

が, 「真中三問の屋台, 上手つけあたり九尺, 下

手よきところに門口, 井戸があ り…」という記述

だけで歌舞伎の道具はできてきたことからもご理

解 していただけるかと思います。 また, 特に舞踊

に注目してみても, 坪内適遙先生の 「お夏狂乱」

は, 初演は亡 くなられた尾上梅幸 さんで, 歌舞伎

俳優なのです。 ですから, そこで創 られたものは,

やはり大道具の職人たちはそれをよく踏まえた上

で大道具を製作 しています。それはなぜかといい

ますと, みなさんご承知の方も多いかと思います

が, 歌舞伎の大道具の歴史の中で大変重要な人物

である, 長谷川勘兵衛 という人物は, 江戸の大道

具では, 現在十七代まで続いています。 ところが

その勘兵衛の代々でつ くられてきた 「廻 り舞台」

や 「セリ」 「仕掛物」 といったものは, それぞれ

の時代 にそれぞれが工夫 したものであって, あま

り 「俺の特許だよ。」みたいなことは言わないの

です。それは出来て当 り前。できない者は 「使い

ものにならない。」というように言われて しまう

厳 しい中で育てられているからです。 また, 大道

具職人の世界 も浮世絵 を基本に受け止めて習って

きています。 ですから, 芝居の絵 は, 浮世絵スタ

イルを採用 していますので, 透明度が非常 に少な

いのです。言わば不透明な色が多いのです。 しか

し, それが同時に衣裳の鮮明さとマッチして大変

よかったのだろうと私は推察しています。

色彩技術の発達

昭和20年 代 には, まだ絵具が膠(に かわ)を

使った顔料で, 当時は泥絵具という日本画の顔料

とては一番安いものを膠で溶いて使っていました。

そうしますと, 色が とても不透明であまり綺麗に

ならないのです。 ところがそれに変化をもたらし

たものが 「照明」によるものでした。昭和初年,

つまり帝劇(帝 国劇場)が 開場 した噴から照明技

術 というものが とても綺麗になってきたので, 絵

のほうも今までの技法では汚い という感 じがする

ようになるので, かなり美術的にも技術革新に一

生懸命 に力を注いだ結果, 現在では比較的透明度

のあるものにな りつつあ ります。 ところが, 透明

度を増やせば増やすほど, 油絵のようになってし

まうのです。そうしますと, 歌舞伎の色彩から離

れていってしまいます。歌舞伎 らしくなくなって

しまうとい うことです。

大道具に携わる喜び

ですから, 私が50年 この仕事をやってきまして,

みなさんに自分がやってきた証 しとして言えるの

は, 「弁天小僧」の立ち回 りの大屋根がひっ くり

返ると, 裏から山門がセリから上がって くるとこ

ろで, 今 までは大屋根を木で作ってきたのを, 鉄

骨でつ くるようにしたということです。 なぜ今ま

では木製だったのかと言いますと, 昔は舞台が八

間ぐらいの問口が限界だったのです。それはセリ

が4～5問 ぐらいがいいところだったからなので

す。言わばその大 きさのものが仕掛物 としてつ く

れる限界だったのですが, 戦後できた歌舞伎座の

12間や国立劇場の10間 の舞台では, 大 きな仕掛け

をや ります と, 危険度が とても高いので, そうい

うことに関する技術革二新は職人の世界でずいぶん

変わってきています。沢潟屋の仕掛物にしても,

そういった ことで随分変わってきていますが,

「黒塚」 を例 にしますと, 猿之助さんに言わせれ

ば, 松の位置による月影の位置にしても, 照明さ

んとの話合いによって, 自分の立っている位置か

らみて, 「この松の影が…」 というような思い入

れで位置 を決めるような考え方が舞台の演出で も

反映するようになってきています。ですか ら, こ

うい うことになって くると, 「いつもの通 り」 と
いったことが, かなりそうではな くなって くるこ

とは確かなことだと言えます。 しかし, 基本的な

舞台は 「いつ もの通 り」を知っていな くてはだめ

だということも前提でして, 私 ども裏の人間は芝

居が好きでなければやっていても意味がないとい

うこともいえます し, いろいろなことを知 ってい

ないと大道具は務まらないのです。 よって, 非常

に大道具 は道楽商売で幸せな仕事です。 好 きで

やっているか ら大道具を育ててい られる。そして

それがこういう世界に生きている人間の一番の喜

びなのです。ですから, 本来は大道具に関してい

ろいろと言わせて頂 くのは, 本来はあまりよいこ
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とだと思っていません。自分たちが喜んでやって

いることなのですから, 人様の前で言うことは,

本当は何もないはずなのですが, たまたま私も年

をとりまして, 今の若い世代とだいぶ格差が生 じ

て しまって, わからなくなってしまっていること

も出て きた次第で, お話 をさせてもらうことに

なったのです。

温習会への大道具の導入

日本舞踊のおさらい会等で大道具が使われるよ

うになった起源に関しましては, これは大変難問

題です。実は, 桧舞台に関 しましては, 舞踊家は

明治の頃まで踏むことがあ りませんでした。桧簿

台を踏めるというのは, 歌舞伎の役者等に限られ

ていました。 因みに 「桧舞台」 といいますのは所

作台のことではありません。舞台が桧板であった

という意味です。 ですから, 現在でも関西の歌舞

錬場ですとか, 先斗町の歌舞錬場では所作台を使

用せず, 舞台板が桧になっています。 こういった

ことを含め, 今私は所作台を作ったのはいつ誰な

のかということで悪戦苦闘している最中なのです。

これがこれからの私の課題なのですが, ただ14代

の長谷川勘兵衛が 「金閣寺」 という芝居をや りま

したときに, この芝居は二階建ての芝居で した。

ところがその当時14代 勘兵衛は, 大正末にはもう

亡 くなっていますので, それ以前の劇場というこ

とにな りますが, 舞台の高さが12尺 ぎりぎりくら

いなのです。12尺 といいます と, 3m60cmし かな

いわけですから, そこで二階建てを作るのは, そ

れだけで大変なのに, 芝居の特徴 として, 舞台を

綺麗にみせなければいけないので, どうしても所

作台を使 う。 しか し, その4寸 の高さのために舞

台に二階建てを作るのが大変だったという記録 を

少 し拝見 したことがあ ります。 しか し, それをい
つ誰が書いたのかは, わか りません。

温習会への屏風の導入

日本舞踊 としては, 通常, 料亭の貸席とかで踊

られていました。 しか し, 大道具を使用 していた

ことで認識 していたのは, 日本橋の戦前にあった

日本橋倶楽部です。それから九段の軍人会館 もそ

うだったと記憶しています。 また, 日比谷公会堂

や 【仁寿講堂】では, 完全に所作台を使っていま

したし, これは日本舞踊家のおさらい会でした。

屏風の使用法 として一番簡単な使い方 というの

は, われわれの場合ですと, 地方の後ろなのです。

舞台へ座敷舞を持ってきたときに, 地方さんが上

方唄とか一中節 とか, 女性の地方 さんです と, 声

がみんな後ろにとんでしまうのです。 ですか ら, 

背の高い ものではなくて, 普通の6尺 ぐらいの屏

風を置いてお くというのが, 非常に便利な使い方,

勝手な使い方でして, これがひょっとすると日本

舞踊で使用 した屏風の使用法 としては一番最初か

もしれません。これはもちろん戦後のことですが,

戦前の舞台, 恐 らく上方では, 例えば歌舞錬場な

どは, 舞台を座敷の様子に飾っても, 問から何か

違 う装置を出したりするときに, 屏風を利用 した

ということを聞いていますが, いつ どこでという

ことはわかりません。

色彩の工夫

大道具でアクリル塗料を使うということが経済

的にも, また変色 もしない ということもあ ります

ので, 実際には, まだ歌舞伎の世界では顔料は膠

で溶いた ものを使ったほうがいい部分 もあるので

す。 しか し, 現在の歌舞伎 に対応するためには場

所 も大きくなってきていますし, 素材 も変わって

きていますので, 色もどんどん変わると思われる

のですが, 実際に変わっているのがわからないよ

うに変えるのが, 一つの方法だと思っています。

お客様やみなさんは替わっていないと思っていて

も, 実際には戦前の道具 と, 今の道具を比べると,

まった く違います。私 も戦前の色の ものは多少

持っていますが, それらと現在のものとを見比べ

るとまったく色が違 うのです。 ところが, みなさ

んは, やっぱ り今の色 も昔 と同じ歌舞伎の色だと

思っている。実は, そこが職人の世界のいいとこ

ろだと思っていますので, それは絶対に残 してい

きたいと思っています。例えば, 京都の一力茶屋

の塗 り壁を実際に行って見るとこんなにすごい色

か と思ってしまいますが, 実際の舞台では, なん

となくらしい色でみなさんが納得 して くれる色で

あればよい訳です。ですから京壁の色とか, それ

か ら砂壁の色でも昔の色とは違うのです。でも,

みなさんが舞台をご覧になって, 「ああ砂壁だ

な」, とか 「京壁だな」と思って くださっている

ということが大事なのであって, 実際に塗ってい

る色は実は昔 と今ではまった く違うのです。 しか

し, そんなことをみなさんに教える必要もないし,

みなさんがそう思って くだされば, それでよいの

です。
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